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『
昭
和
天
皇
実
録
』
に
見
る
丸
尾
錦
作
の
事
績

皇
學
館
大
学
名
誉
教
授

所

功

凡

例

一
、
宮
内
庁
編
『
昭
和
天
皇
実
録
』
（
東
京
書
籍
、
平
成
二
十
七
年
三
月
～
同
三
十
一
年
三
月
刊
、
本
文

十
八
冊
、
索
引
一
冊
）
に
見
え
る
丸
尾
錦
作
関
係
記
事
を
原
文
の
ま
ま
抄
出
し
た

（
一
部
省
略
）
。

記
事
の
主
語
は
裕
仁
親
王
＝
昭
和
天
皇
で
あ
る
か
ら
原
則
的
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。

二
、
元
号
の
う
ち
明
治
は
明
、
大
正
は
大
、
昭
和
は
昭
の
略
号
で
示
し
、
文
中
の
（

）
は
満
年
齢
や
西

暦
年
な
ど
の
参
考
注
で
あ
る
。
誕
生
日
以
来
も
正
月
か
ら
満
年
齢
と
す
る
。

三
、
年
月
日
ご
と
に
通
し
番
号
を
冠
し
、
下
に
関
係
事
項
を
略
記
す
る
。

１

明

年
（
一
九
〇
一
）
４
月

日
（29
日
、
皇
孫
裕
仁
親
王
ご
生
誕
）

34

30

葉
山
御
用
邸
御
滞
在
中
の
皇
太
子
（
の
ち
大
正
天
皇

）
は
・
・
・
東
宮
侍
従
丸
尾
錦
作
（

）

22

45

を
皇
太
子
御
使
と
し
て
葉
山
よ
り
東
宮
御
所
（
東
京
高
輪
）
御
産
所
に
差
し
遣
わ
さ
れ
る
。

２

明

年
（
一
九
〇
四
）
８
月

日
（

日
裕
仁
親
王
御
養
育
に
尽
力
し
た
川
村
純
義
（

）
死
去
）

37

15

12

67

皇
太
子
（

）
は
、
（
川
村
伯
爵
葬
儀
に
）
御
代
拝
と
し
て
東
宮
侍
従
丸
尾
錦
作
（

）
を
斎
場
に

25

48

遣
わ
さ
れ
、
玉
串
を
供
せ
ら
れ
る
。

３

明

年
（
一
九
〇
五
）
９
月

日
（
同
５
日
、
日
露
講
和
条
約
調
印
）
（
明
治
天
皇

）

38

26

55

新
任
の
皇
孫
御
養
育
掛
長
・
・
・
宮
中
顧
問
官
丸
尾
錦
作
（

）
に
謁
を
賜
い
・
・
・
言
上
を
受
け

49

ら
れ
る
。
こ
れ
よ
り
先
、
中
山
（
孝
麿
）
東
宮
大
夫
は
、
皇
孫
御
養
育
掛
を
設
置
し
、
東
宮
侍
従
の
丸

尾
を
掛
長
に
任
ず
る
こ
と
を
威
仁
親
王
（
有
栖
川
宮
、
東
宮
輔
導
）
に
上
申
し
て
い
た
。
・
・
・
丸
尾

は
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
以
来
、
皇
太
子
の
側
近
に
侍
し
て
御
教
育
の
任
に
当
た
り
、
明
治
二

十
八
年
よ
り
は
東
宮
侍
従
と
し
て
仕
え
、
皇
太
子
の
信
任
を
得
る
。

４

同
年
９
月

日
上
野
の
帝
室
博
物
館
付
属
動
物
園
に
お
成
り
）

30

皇
孫
御
養
育
掛
分
課
内
規
が
制
定
さ
れ
、
東
宮
大
夫
中
山
孝
麿
よ
り
皇
孫
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦
作
へ

内
達
さ
れ
る
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

皇
孫
御
養
育
掛
分
課
内
規

一
、
御
養
育
掛
長
ハ
、
東
宮
大
夫
ノ
監
督
ヲ
受
ケ
、
皇
孫
御
養
育
ノ
責
ニ
任
ジ
、
皇
孫
ニ
関
ス
ル
一
切

ノ
事
ヲ
総
理
シ
、
掛
員
ヲ
監
督
ス
。

一
、
御
用
掛
ハ
、
東
宮
大
夫
ノ
監
督
ヲ
受
ケ
、
皇
孫
ニ
関
ス
ル
会
計
ヲ
管
理
ス
。
御
養
育
ニ
関
ス
ル
庶

務
ニ
付
テ
ハ
御
養
育
掛
長
ノ
指
揮
ヲ
受
ク
ベ
シ
。

一
、
御
相
手
ハ
、
皇
孫
御
遊
戯
等
ノ
御
合
手
ヲ
為
ス
。
（
中
略
）

一
、
侍
女
取
締
ハ
、
御
養
育
掛
長
ノ
指
揮
ヲ
受
ケ
、
御
養
育
ノ
事
ニ
任
ジ
、
兼
テ
侍
女
以
下
ヲ
監
督
ス
。

一
、
侍
女
ハ
、
御
養
育
掛
長
・
御
用
掛
及
侍
女
取
締
ノ
指
揮
ヲ
受
ケ
常
侍
奉
仕
兼
テ
供
御
御
服
御
用
度

品
取
扱
ヲ
分
掌
ス
。（
中
略
）

一
、
看
護
婦
ハ
、
御
養
育
掛
長
・
侍
医
御
用
掛
及
侍
女
取
締
ノ
指
揮
ヲ
受
ケ
、
主
任
ノ
事
務
ニ
従
事
ス
。

一
、
御
養
育
ノ
事
ニ
任
ズ
ル
侍
女
取
締
ハ
、
三
十
歳
以
上
ノ
女
子
ニ
シ
テ
相
当
ノ
教
育
ア
ル
モ
ノ
ヲ
選

ビ
、
之
ニ
充
ツ
。

一
、
御
相
手
ハ
、
華
族
及
宮
内
高
等
官
ノ
子
弟
ニ
シ
テ
皇
孫
ト
御
同
年
齢
ノ
者
。
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な
お
、
こ
の
内
規
に
規
定
さ
れ
た
侍
女
取
締
に
は
、
翌
月
丸
尾
皇
孫
御
養
育
掛
長
の
口
達
に
よ
り
渥

美
千
代
が
任
じ
ら
れ
る
。

５

同
年

月
７
日
（
７
月
３
日
、
裕
仁
親
王
（
４
）
雍
仁
親
王
（
３
）
、
水
兵
形
御
服
で
写
真
撮
影
）

10

皇
太
子
（

）
の
御
沙
汰
に
よ
り
、
両
親
王
の
御
写
真
各
一
葉
を
皇
孫
御
用
掛
長
丸
尾
錦
作
に
賜
う
。

26

６

同
年

月

日
（
本
日
よ
り
裕
仁
・
雍
仁
両
親
王
、
沼
津
御
用
邸
に
滞
在
）

11

24

皇
孫
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦
作
（

）
・
東
宮
御
用
掛
桑
原
鋭
（

）
・
渥
美
千
代
（
侍
女
取
締
）
・
足

48

47

立
た
か
（
皇
孫
御
養
育
掛
）
・
清
水
シ
ゲ
（
同
上
）
・
侍
医
加
藤
照
麿
・
侍
医
局
勤
務
長
田
重
雄
等
が

（
沼
津
御
用
邸
に
）
供
奉
す
る
。

７

明

年
（
一
九
〇
六
）
正
月
３
日
（
同
日
、
侯
爵
九
条
道
孝
（

）
薨
去
）

39

67

皇
孫
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦
作
（

）
を
皇
太
子
妃
（
父
九
条
道
孝
）
及
び
九
条
邸
へ
遣
わ
さ
れ
る
。

49

８

同
年
４
月

日
（
３
日
、
丸
尾
は
事
務
繁
忙
の
た
め
、
東
宮
仮
御
殿
近
傍
の
東
宮
大
夫
官
舎
に
移
転
）

27

満
五
歳
の
御
誕
辰
に
つ
き
・
・
・
皇
孫
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦
作
以
下
御
附
高
等
官
の
拝
賀
を
・
・
・

お
受
け
に
な
る
。
（
以
後
、
毎
年
同
様
）

９

同
年
６
月

日
（

日
青
山
練
兵
場
で
御
相
手
ら
と
教
練
を
御
覧
）

14

12

御
相
手
（
同
齢
の
お
友
達
）
の
用
い
る
「
此
や
つ
」
「
ヤ
イ
」
「
ウ
ン
」
等
の
（
乱
暴
な
）
言
葉
を

御
使
用
に
つ
き
、
皇
孫
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦
作
よ
り
、
御
使
用
を
慎
む
べ
き
旨
の
言
上
を
受
け
ら
れ
る
。

同
年
７
月

日
（

日
か
ら
葉
山
御
用
邸
に
避
暑
）

10

14

10

こ
の
頃
、
絵
本
の
話
を
好
ま
れ
・
・
・
皇
孫
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦
作
を
始
め
侍
女
等
を
椅
子
に
着
席

せ
し
め
、
雍
仁
親
王
（
４
）
と
共
に
交
互
に
、
動
物
の
話
（
絵
本
「
動
物
の
富
士
登
山
」
「
太
郎
の
お

手
か
ら
」
）
な
ど
を
お
聞
か
せ
に
な
る
。

同
年
９
月
５
日
（
「
軍
人
遺
族
慰
安
旅
行
男
子
部
」
の
児
童
が
邸
前
で
唱
歌
奉
唱
）

11

（
日
露
戦
争
）
遺
族
に
つ
い
て
の
説
明
を
お
聴
き
に
な
り
、
何
か
物
を
賜
い
た
し
と
の
御
言
葉
を
皇

孫
養
育
掛
長
丸
尾
錦
作
に
漏
ら
さ
れ
る
。
よ
っ
て
（
児
童
）
一
同
に
菓
子
料
を
下
賜
さ
れ
、
御
用
邸
の

一
部
拝
観
を
お
許
し
に
な
る
。

同
年

月

日
（
前
日
、
父
皇
太
子
（

）
戦
役
の
功
に
よ
り
功
三
等
金
鶏
勲
章
を
授
け
ら
る
）

12

12

31

27

丸
尾
よ
り
将
来
進
学
の
学
校
に
つ
き
質
問
を
受
け
ら
れ
、
高
等
師
範
学
校
と
お
答
え
に
な
る
。

明

年
（
一
九
〇
七
）
正
月

日
（
同
日
よ
り
幼
稚
園
課
業
を
再
開
）

13

40

10

供
奉
員
よ
り
日
常
の
御
心
得
・
・
・
を
雍
仁
親
王
と
共
に
お
聞
き
に
な
る
。

一
、
丸
尾
（

）
は
じ
め
臣
下
の
何
か
言
上
（
注
意
）
仕
る
折
に
は
、
暫
く
御
こ
ら
へ
遊
ば
し
て
御
聞

51

き
に
遊
ば
し
給
ふ
事
（
以
下
略
）

同
年
７
月

日
（
神
奈
川
県
ペ
ス
ト
発
生
の
た
め
避
暑
を
葉
山
か
ら
日
光
に
変
更
）

14

21

皇
孫
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦
作
・
・
・
等
が
供
奉
す
る
・
・
・
日
光
同
田
沢
御
用
邸
に
お
入
り
に
な
る
。

同
年

月

日
（
５
日
、
明
治
天
皇
の
生
母
典
侍
中
山
慶
子
（

）
逝
去
）

15

10

14

71

葬
送
に
際
し
て
は
・
・
・
丸
尾
を
御
使
と
し
て
遣
わ
さ
れ
る
。

同
年

月

日
（
裕
仁
親
王
（
７
）
・
雍
仁
親
王
（
６
）
・
宣
仁
親
王
（
３
）
お
揃
い
で
御
両
親
の

16

11

10

東
宮
御
所
へ
お
成
り
）

典
侍
柳
原
愛
子
（
皇
太
子
生
母
（

）
、
皇
孫
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦
作
に
御
陪
食
を
仰
せ
付
け
ら
れ

52

る
。
御
両
親
と
の
御
会
食
に
際
し
て
臣
下
の
御
陪
食
は
、
こ
れ
を
初
め
と
す
る
。

明

年
（
一
九
〇
八
）
４
月

日
（
学
習
院
入
学
、
初
等
科
入
学
式
）

17

41

11

皇
孫
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦
作
（

）
・
皇
孫
御
用
掛
土
屋
正
直
が
陪
席
し
、
四
谷
の
学
習
院
に
御
到

52
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着
に
な
る
。
・
・
・
そ
れ
よ
り
先
・
・
・
東
宮
大
夫
（
木
村
雅
美
）
は
学
習
院
長
（
乃
木
希
典
）
と
基

本
方
針
を
協
議
し
、（
明
治
）
天
皇
に
左
の
如
く
奉
答
し
た
。

（
第
一
、
第
二
省
略
）
第
三
、
受
持
教
員
／
学
習
院
教
授
石
井
国
次
（

）
を
以
て
之
に
充
つ
。
同
人

34

は
高
等
師
範
学
校
卒
業
・
・
・
学
習
院
に
奉
職
後
数
年
間
、
初
等
学
科
の
教
授
に
従
事
し
て
経
験
に
富

み
、
人
質
（
性
格
）
正
直
な
る
者
に
候
。

同
年
６
月

日
（

日
、
学
習
院
初
等
科
第
一
学
期
終
了
）

18

29

26

学
習
院
長
乃
木
希
典
（

）
が
参
殿
し
、
（
裕
仁
）
親
王
（
７
）
の
第
一
学
期
成
績
表
を
皇
孫
御
養

59

育
掛
長
丸
尾
錦
作
に
提
出
す
る
。

同
年

月
５
日
（
三
親
王
お
揃
い
で
青
山
の
東
宮
御
所
に
参
殿
）

19

10

皇
太
子
妃
（

）
及
び
皇
孫
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦
作
を
お
相
手
に
海
軍
将
棋
な
ど
を
さ
れ
る
。

24

同
年

月
３
日
（
明
治
天
皇
（

）
の
天
長
節
）

20

11

56

学
習
院
初
等
科
に
お
成
り
に
な
り
、
天
長
節
祝
賀
式
に
御
参
列
に
な
る
。
御
帰
殿
後
、
皇
孫
後
養
育

掛
長
丸
尾
錦
作
以
下
、
御
附
一
同
の
拝
賀
を
お
受
け
に
な
る
（
以
後
、
毎
年
同
様
）。

明

年
（
一
九
〇
九
）
３
月
６
日
（
三
親
王
お
揃
い
で
通
学
）

21

42
国
語
の
時
間
に
皇
孫
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦
作
（53
）
よ
り
、
水
戸
光
圀
を
題
材
と
し
た
訓
話
を
お
聞

き
に同

年
７
月

日
（
７
日
よ
り
三
親
王
お
揃
い
で
葉
山
に
避
暑
）

22

14

御
夕
晩
後
、
皇
孫
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦
作
よ
り
、
掛
長
な
ど
年
長
者
の
言
に
御
従
順
に
あ
る
（
よ
う

に
）
と
の
申
し
入
れ
（
忠
告
）
を
お
聞
き
に
な
る
。
／
同

日
午
前
、
皇
孫
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦
作
よ

10

り
、
時
間
を
大
切
に
す
べ
き
こ
と
な
ど
の
訓
辞
を
・
・
・
お
聞
き
に
な
る
。

同
年

月
４
日
（
三
親
王
お
揃
い
で
浜
離
宮
に
お
成
り
）

23

10

キ
リ
ギ
リ
ス
・
コ
オ
ロ
ギ
等
の
虫
捕
り
を
さ
れ
、
皇
孫
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦
作
よ
り
名
和
昆
虫
研
究

所[

明
治
二
十
九
年
、
岐
阜
市
に
創
立]

の
様
子
を
お
聞
き
に
な
る
。

明

年
（
一
九
一
〇
）
正
月
２
日
（
前
年

月

日
よ
り
修
善
寺
に
避
寒
）

24

43

12

24

新
年
に
つ
き
、
皇
孫
御
養
育
掛
兆
丸
尾
錦
作
（

）
よ
り
出
さ
れ
た
御
試
筆
の
願
い
を
お
聞
き
に
な

54

り
、
美
濃
紙
に
絵
筆
に
て
「
迪
宮
裕
仁
／
明
治
四
十
三
年
一
月
二
日
」
と
自
書
さ
れ
る
。

同
年
正
月
８
日
（
菊
屋
別
邸
で
二
年
級
三
学
期
始
業
式
）

25

侍
臣
一
同
参
列
の
も
と
、
皇
孫
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦
作
よ
り
「
教
育
勅
語
」
に
関
す
る
以
下
の
訓
辞

を
お
聞
き
に
な
る
。

「
・
・
・

抑

も
教
育
勅
語
は
（
明
治
）
天
皇
よ
り
我
臣
民
に
下
し
た
ま
ひ
・
・
・
陛
下
が
爾

臣
民

そ
も
そ
も

な
ん
じ

と
倶
に
拳
々
服
膺
し
て
咸
其
徳
を
一
に
せ
ん
こ
と
を
庶
幾
ふ
、
と
仰
せ
ら
れ
し
勅
語
な
れ
ば
、
三
殿
下

み
な

こ
い
ね
が

（
裕
仁
・
雍
仁
・
宣
仁
三
親
王
）
も
遵
守
あ
ら
せ
た
ま
ふ
べ
き
は
勿
論
な
り
。
今
其
大
意
を
陳
ず
れ
ば
、

陛
下
の
皇
祖
皇
祖
、
此
日
本
国
を
建
設
し
、
代
々
の
臣
民
、
忠
孝
の
大
義
を
重
ん
じ
今
日
の
隆
盛
を
な

す
に
至
る
。
故
に
今
日
の
臣
民
も
、
よ
く
忠
孝
の
道
を
守
り
、
業
務
を
拡
張
し
、
益
々
我
国
の
富
強
安

寧
を
計
れ
と
の
勅
語
な
り
。

今
や
迪
宮
（
裕
仁
）
殿
下
は
十
歳
、
淳
宮
（
雍
仁
）
殿
下
は
九
歳
、
光
宮
（
宣
仁
）
殿
下
は
六
歳
に

達
せ
ら
れ
た
り
。
宜
し
く
年
齢
の
多
少
に
従
ひ
、
心
身
に
適
応
す
る
体
育
、
心
身
の
発
達
を
遂
げ
さ
せ

ら
れ
、
遂
に
は
天
皇
陛
下
、
皇
太
子
殿
下
の
御
世
も
継
承
し
た
ま
ひ
、
或
は
御
世
を
補
翼
し
給
ひ
、
益

々
我
国
の
国
威
国
光
を
発
揮
し
た
ま
は
ん
こ
と
を

冀

ふ
。
此
席
に
陪
す
る
不
肖
錦
作
を
始
め
、
男
女

こ
い
ね
が

の
侍
臣
は
皆
三
殿
下
の
御
体
育
・
御
心
育
に
必
要
な
る
機
関
な
れ
ば
、
各
自
各
機
関
の
運
転
を
あ
や
ま
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ら
ず
、
誠
心
誠
意
其
職
務
の
功
顕
を
著
大
に
す
べ
し
。
三
殿
下
に
は
、
其
侍
臣
の
運
用
を
錯
誤
せ
ず
、

其
職
責
の
あ
る
処
を
尽
さ
し
め
給
は
ら
ば
、
三
殿
下
の
御
体
力
・
御
智
徳
の
御
発
揚
は
光
大
無
量
に
し

て
世
界
に
光
被
す
る
に
至
ら
ん
。
不
肖
錦
作
、
一
言
を
陳
べ
本
日
の
始
業
の
式
に
代
ふ
。」

同
年
正
月

日
（
塔
の
峰
の
富
士
見
台
に
お
成
り
）

26

10

連
日
の
如
く
「
世
界
一
周
双
六
」
を
お
楽
し
み
に
な
り
・
・
・
こ
の
日
、
皇
孫
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦

作
・
・
・
も
お
相
手
を
な
す
。
つ
い
で
御
産
所
前
の
庭
に
お
い
て
、
「
世
界
漫
遊
遊
び
」
を
さ
れ
る
。

同
年
２
月

日
（
１
月

日
よ
り
沼
津
御
用
邸
西
附
属
邸
へ
移
転
）

27

11

16

御
拝
の
間
に
お
い
て
紀
元
節
御
式
に
臨
ま
れ
・
・
・
皇
孫
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦
作
の
祝
辞
を
お
聞
き

に
な
り
、
「
君
が
代
」
「
紀
元
節
」
を
参
列
供
奉
員
と
合
唱
さ
れ
る
。
・
・
・
（
三
親
王
）
本
邸
へ
お
成

り
に
な
り
、（
昭
憲
）
皇
后
（

）
に
祝
詞
を
言
上
さ
れ
・
・
・
「
紀
元
節
」
の
唱
歌
を
披
露
さ
れ
る
。

71

同
年
８
月

日
（
７
月

日
よ
り
葉
山
御
用
邸
に
移
転
）

28

21

30

（
葉
山
）
森
戸
の
細
川
侯
爵
別
邸
・
・
・
に
お
い
て
お
過
ご
し
に
な
り
、
皇
孫
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦

作
よ
り
、
「
前
九
年
・
後
三
年
の
役
」
の
小
話
を
お
聞
き
に
な
る
。
ま
た
、
掛
長
・
侍
女
等
を
お
相
手

に
将
棋
を
さ
れ
る
。

同
年
９
月
７
日
（
前
日
、
三
崎
町
油
壺
の
東
大
附
属
臨
海
実
験
所
に
お
成
り
）

29

皇
孫
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦
作
の
進
言
を
受
け
ら
れ
、
「
あ
ぶ
ら
つ
ぼ
に
遊
ぶ
」
と
題
す
る
作
文
を
綴

ら
れ
る
。
ま
た
『
日
本
有
用
魚
介
藻
類
図
説
』
を
御
覧
に
な
り
、
同
実
験
所
に
お
い
て
御
覧
に
な
ら
れ

た
魚
類
の
図
を
お
示
し
に
な
る
。

同
年

月

日
（
９
月

日
、
葉
山
よ
り
皇
孫
仮
御
殿
へ
帰
還
）

30

10

20

28

後
夕
餐
後
、
運
動
場
に
お
い
て
皇
孫
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦
作
を
お
相
手
に
、
初
め
て
御
弓
（
楊
弓
）

を
御
稽
古
に
な
る
。

同
年

月

日
（
前
日
、
第
三
年
級
第
二
学
期
の
授
業
終
了
）

31

12

21

皇
孫
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦
作
の
紹
介
に
て
、
昆
虫
標
本
献
上
の
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
参
殿
の
名
和
昆

虫
研
究
所
所
長
名
和
靖
（
雑
誌
『
昆
虫
世
界
』
主
宰
者
）
に
御
会
釈
を
賜
る
。

明

年
（
一
九
一
一
）
正
月
９
日
（
前
年

月

日
よ
り
熱
海
に
避
寒
）

32

44

12

22

御
学
問
始
め
の
式
に
臨
ま
れ
・
・
・
皇
孫
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦
作
（

）
に
よ
り
『
大
学
』
の
一
節

55

「
以
修
身
為
本
」
（
身
を
修
む
る
を
以
て
本
と
為
す
）
の
講
話
を
お
聞
き
に
な
る
。

同
年
３
月

日
（
こ
の
前
後
、
三
親
王
で
「
擬
戦
」
な
ど
さ
れ
る
）

33

17

御
夕
餐
後
、
皇
孫
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦
作
よ
り
、
御
成
長
に
伴
い
、
御
行
儀
に
も
注
意
さ
れ
る
べ
き

こ
と
、
御
出
入
・
御
食
事
な
ど
の
際
の
御
行
儀
の
こ
と
な
ど
、
種
々
訓
誡
を
お
聞
き
に
な
る
。

同
年
４
月

日
（
学
習
院
第
四
年
級
の
始
業
式
に
参
列
）

34

11

午
後
、
皇
孫
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦
作
を
始
め
御
養
育
関
係
者
に
よ
る
会
議
が
行
わ
れ
、
以
下
の
要
項

（
全
項
省
略
）
が
議
決
さ
れ
る
。

同
年
７
月

日
（
５
日
、
第
四
年
級
第
一
学
期
終
業
）

35

11

皇
孫
御
養
育
掛
丸
尾
錦
作
は
東
宮
御
所
へ
参
殿
し
、
皇
太
子
（

）
に
三
親
王
の
御
学
業
成
績
を
言

32

上
す
る
。

明

年
（
一
九
一
二
）
３
月

日
（

日
、
四
年
級
第
三
学
期
終
業
）

36

45

25

23

静
岡
へ
の
御
出
発
を
前
に
、
皇
孫
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦
作
よ
り
、
本
日
の
お
成
り
に
関
す
る
御
態
度

・
御
言
語
に
つ
い
て
御
注
意
願
い
た
き
こ
と
、
及
び
近
時
の
御
行
状
に
つ
い
て
注
意
さ
れ
る
べ
き
こ
と

に
つ
き
、
言
上
を
受
け
ら
れ
る
。
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37

同
年
４
月
２
日
（
学
習
院
本
院
で
乃
木
希
典
院
長
か
ら
御
進
級
の
言
上
あ
り
）

皇
孫
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦
作
は
、
天
皇
（

）
へ
御
進
級
の
旨
を
奏
上
の
た
め
参
内
す
る
。

60

同
年
７
月

日
（
前
日
午
後
十
時
四
十
三
分
、
天
皇
崩
御
、
二
時
間
後
と
し
て
公
表
）

38

30

（
皇
太
子
）
嘉
仁
親
王
（

）
践
祚
、
「
大
正
」
と
改
元
さ
れ
る
。
裕
仁
親
王
は
皇
太
子
と
な
る
。

27

・

・
・
皇
孫
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦
作
に
対
し
「
皇
子
御
養
育
掛
長
」
と
し
て
東
宮
職
御
用
掛
を
仰
せ
付

け

ら
れ
た
る
旨
・
・
・
宮
内
大
臣
（
渡
辺
千
秋
）
口
達
あ
り
。

大
元
年
（
一
九
一
二
）
９
月

日
（
前
夜
、
青
山
練
兵
場
で
明
治
天
皇
の
大
喪
儀
）

39

14

昨
夜
霊
轜
宮
城
を
発
す
る
頃
、
軍
事
参
議
官
兼
学
習
院
長
陸
軍
大
将
伯
爵
乃
木
希
典
（

）
は
、
自

れ

い

じ

63

邸
に
お
い
て
夫
人
静
子
（

）
と
共
に
自
刃
す
る
。
こ
の
日
午
前
、
皇
子
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦
作
よ
り
、

53

乃
木
自
刃
の
旨
、
並
び
に
辞
世
（
遺
詠
）
な
ど
を
お
聞
き
に
な
り
、
御
落
涙
に
な
る
。

同
年

月

日
（
翌
日
よ
り
初
等
学
科
は
冬
期
休
業
）

40

12

24

丸
尾
掛
長
よ
り
、
皇
太
子
と
な
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
近
く
雍
仁
親
王
・
宣
仁
親
王
と
は
御
殿
を
別

と
さ
れ
、
御
避
寒
も
両
親
王
と
は
別
地
で
お
過
ご
し
に
な
る
旨
、
内
々
の
言
上
を
受
け
ら
れ
る
。

同
２
年
（
一
九
一
三
）
正
月
８
日
（
第
三
学
期
始
業
式
）

41

雍
仁
親
王
（11

）
・
宣
仁
親
王
（
７
）
の
御
使
と
し
て
参
邸
の
皇
子
御
養
育
掛
丸
尾
錦
作
（

）
に

57

謁
を
賜
い
、
両
親
王
の
手
紙
を
（
皇
太
子
（

）
が
）
受
け
取
ら
れ
る
。
慾
９
日
に
は
、
両
親
王
へ
の

12

御
返
書
及
び
熱
海
文
庫
の
手
文
庫
等
を
丸
尾
に
託
さ
れ
る
。
３
月
３
日
、
熱
海
よ
り
参
邸
の
皇
子
御
養

育
掛
長
丸
尾
錦
作
に
謁
を
賜
い
、雍
仁
親
王
・
宣
仁
親
王
か
ら
の
手
紙
及
び
贈
り
物
を
お
受
け
に
な
る
。

翌
朝
、
再
び
丸
尾
に
謁
を
賜
い
、
両
親
王
へ
の
返
礼
と
し
て
久
能
山
の
絵
葉
書
、
自
ら
撮
影
さ
れ
た
写

真
等
を
託
さ
れ
る
。

同
年
４
月
２
日
（
３
月

日
よ
り
京
都
行
啓
）

42

28

午
後
は
ま
ず
嵯
峨
村
の
大
覚
寺
に
お
成
り
に
な
る
。
御
冠
の
間
に
お
い
て
皇
子
御
養
育
掛
長
丸
尾
錦

作
よ
り
、
南
北
朝
和
睦
の
話
を
お
聞
き
に
な
り
、
・
・
・
庭
園
宸
殿
前
に
稚
松
を
お
手
植
え
に
な
る
。

同
年
４
月

日
（
９
日
「
皇
子
附
職
員
官
制
」
公
布
）

43

13

皇
子
御
養
育
掛
長
兼
東
宮
職
御
用
掛
丸
尾
錦
作
が
皇
子
傅
育
官
長
に
、
東
宮
主
事
桑
野
鋭
・
・
・
が

ふ

い
く

皇
子
傅
育
官
に
転
任
し
・
・
・
謁
を
賜
う
。

同
年
９
月

日
（
皇
子
仮
御
殿
の
運
動
場
開
き
）

44

14

皇
太
子
は
、皇
子
傅
育
官
長
丸
尾
錦
作
と
共
に
運
動
器
械
の
上
よ
り
紅
白
餅
を
お
撒
き
に
な

る
。

大
３
年
（
一
九
一
四
）
正
月
９
日
（
前
年

月

日
よ
り
熱
海
に
避
寒
）

45

12

26

皇
子
傅
育
官
長
丸
尾
錦
作
（55

）
、
雍
仁
親
王
（

）
、
宣
仁
親
王
（
８
）
の
御
使
と
し
て
参
邸
に

12

つ
き
、
謁
を
賜
い
、
両
親
王
よ
り
の
手
紙
及
び
庭
球
道
具
の
披
露
を
受
け
ら
れ
る
。
皇
太
子
（

）
13

よ
り
は
樟
製
手
文
庫
・
同
硯
箱
等
を
両
親
王
へ
お
贈
り
に
な
る
。

同
年
正
月

日
（

日
、
丸
尾
錦
作
夫
人
鍵
子
死
去
）

46

26

25

皇
子
傅
育
官
長
丸
尾
錦
作
夫
人
鍵
子
・
・
・
か
ね
て
皇
孫
仮
御
殿
に
奉
仕
の
廉
を
も
っ
て
菓
子
料
を

下
賜
さ
れ
る
。

同
年
４
月

日
（
午
前
二
時
十
分
、（
昭
憲
）
皇
太
后
崩
御
）

47

11

午
後
、
雍
仁
親
王
・
宣
仁
親
王
の
御
使
と
し
て
、
皇
子
傅
育
官
長
丸
尾
錦
作
参
殿
に
つ
き
謁
を
賜
う
。

大
４
年
（
一
九
一
五
）
４
月
５
日
（
２
日
、
学
習
院
初
等
科
卒
業
式
）

48

皇
子
傅
育
官
長
丸
尾
錦
作
［
元
皇
孫
御
養
育
掛
長
］
は
休
職
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
第
二
高
等
学
校
長

三
好
愛
吉
が
皇
子
傅
育
官
長
に
任
じ
ら
れ
る
。
丸
尾
御
礼
言
上
の
た
め
参
殿
に
つ
き
、
謁
を
賜
う
。
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※
以
後
、
宮
中
顧
問
官
と
し
て
、
参
殿
拝
謁
・
御
談
話
、
旧
奉
仕
者
御
陪
食
の
記
事
す
べ
て
省
略
。

大

年
（
一
九
二
五
）
４
月

日

49

14

24

宮
中
顧
問
官
丸
尾
錦
作
病
気
に
つ
き
、
皇
太
子
（

）
・
同
妃
（

）
よ
り
御
尋
と
し
て
ス
ー
プ
を

24

22

下
賜
さ
れ
る
。

同
年
５
月
５
日

50

こ
の
日
、
宮
中
顧
問
官
正
三
位
勳
二
等
丸
尾
錦
作
（

）
が
死
去
す
る
。
丸
尾
は
、
明
治
二
十
二
年

69

（
一
八
八
九
）
よ
り
学
習
院
教
授
兼
明
宮
（
嘉
仁
親
王
＝
大
正
天
皇
）
御
用
掛
と
し
て
、
天
皇
御
幼
少

時
の
御
教
育
の
任
に
当
た
り
、
つ
い
で
東
宮
侍
従
と
な
る
。
同
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
よ
り
皇
孫
御

養
育
掛
長
と
し
て
、
当
時
皇
孫
た
る
裕
仁
親
王
（
昭
和
天
皇
）
及
び
雍
仁
親
王
（
秩
父
宮
）
・
宣
仁
親

王
（
高
松
宮
）
の
傅
育
に
任
じ
、
大
正
二
年
よ
り
四
年
ま
で
は
皇
子
傅
育
官
長
と
し
て
雍
仁
・
宣
仁
両

親
王
の
養
育
に
当
た
る
。
丸
尾
の
死
去
に
対
し
、
皇
太
子
・
同
妃
よ
り
、
祭
資
・
色
花
を
賜
う
。

（
令
和
七
年
二
月
七
日
抄
録
）

※

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
郷
里
岐
阜
市
加
納
に
建
立
さ
れ
た
顕
彰
碑
の
全
文
は
左
の
通
り
で
あ

る
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丸尾錦作先生之顕彰碑

岐阜市の産んだ偉大な教育者丸尾錦作先生は、安政３年４月24日、加納藩士の家に

産まれた。父は広重、母は時子、幼くして学問を好み、漢学詩文を究め、成績は抜

群であった。大垣市にあった師範研習学校から東京高等師範学校に学び首席で卒業、

認められて学習院の教授となった。東宮御用掛を拝命し、大正天皇の学問の師とし

て大任を果し、更に東宮侍従となり、後明治38年宮中顧問官を拝命すると共に、皇

孫、今上天皇（昭和天皇）、秩父宮、高松宮の三殿下のふ育官長をも拝命した。大正

４年正三位に叙せられ、大正14年５月５日、70歳をもって薨去された。

明治百年を記念し郷党有志相図り、これを建立した。
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